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『みんなの教育』増刊 

http://www.wakuwaku-catch.com/ 

 

 

経済産業省・文部科学省 

「理工系人材育成に関する産学官円卓会議」 

からの調査概要版 

 

円卓会議で活用された、 

河合塾実施「企業と仕事から見た大学の専門分野に関しての調査」データより 

 

 

 

平成 28年 10月 

河合塾教育研究部 「みんなの教育」サイト 

お問い合わせ:info@wakuwaku-catch.jp 

 

 

現在、経済産業省が中心になり、地域・企業に開かれたキャリア教育を盛り立てるべく創

設したキャリア教育コーディネーター制度の立ち上げ支援として、『みんなの教育』サイト

(http://www.wakuwaku-catch.com/)を、また、働く人のやりがいにフォーカスを当て中学生

に仕事を身近に感じてもらう『わくわくキャッチ!』サイト（http://www.wakuwaku-catch.jp/）

を、河合塾では運営しています。その一環として、平成 27年 3月に、文部科学省が公表した

「理工系人材育成戦略」を受けた、日本学術会議会長で豊橋技術科学大学学長の大西隆先生

とトヨタ自動車株式会社会長で日本経団連副会長の内山田竹志氏を座長とする、「理工系人材

育成に関する産学官円卓会議」にも関わり、様々な調査データも、提示してきました（※）。 

 

※平成 26年度 経済産業省産業技術調査事業（産業界と教育機関の人材の質的・量的需給ミスマッチ調査） 

平成 27年度 経済産業省産業技術調査事業（産業界の人材ニーズに応じた理工系人材育成のための実態調査） 
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Ⅰ.「理工系人材育成に関する産学官円卓会議」と、そこでの話題について 

～産学で求める専門分野のずれの現状から、裾野拡大としての理系女子の進路選択の課題な

ど 

 

その円卓会議(平成 27年 5月設置)では、「博士人材の活用」などと同時に、「産学で求める

専門分野のずれの現状」や「初中等教育での教育・進路選択等の課題」について議論がなさ

れ、平成 28年 8月、理工系人材育成のために産学官が取り組むべき、具体的な行動計画がま

とめられました。 

公表された調査データに関しては、WEBサイト『みんなの教育』で一部紹介してきました

が、そのデータは、人文社会系の分野も含めた、大学の学部・学科や専門学問分野の、社会

との関係における意義を問うもので、高校生の進路選びにも有効な視点も提供できると考え

られる内容です。今後サイトで紹介する予定ですが、その概要をこの冊子で紹介いたします。 

円卓会議では、まず、産業界で必要とされる専門学問分野に関する平成 26年度調査(※)の

結果が報告され、大学の研究者はバイオ分野に多い一方、産業界における企業での業務は、

情報系・機械系・電気系との関わりが大きいということが指摘されました。 

 

●企業における現在の業務で重要な専門分野（技術者）と大学における分野別研究者の分布 

 

 

そして、別格的に情報分野に企業内の教育時間をかけているという実態も示されました。 

 

※45歳未満の大卒等社会人（約 4万 2千人、うち技術系人材約 1万人）を対象に、大学で専門的に学んだ学

問分野と自らの業務に重要な学問分野等について聞いたアンケート（平成 27年 1~2月実施）  

 工学など  情報 バイオ 
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1. 女性のバイオ志向と企業ニーズとのずれ 

 

そこで、理系出身者の技術系職種の出身の専門分野を、男女別に見ました。すると、男女

共に企業においては情報分野に対する専門学問ニーズが高いにもかかわらず、それを専門と

する人が少ない傾向にあることがわかりました。さらに、女性の場合には、業務で必要とす

る学問分野と、出身の専門学問分野との違いが目立ち、分子生物学・薬学・食品を中心に、

化学、都市・建築、デザインなども多いことが指摘されました。 

 

 

特に、SSH校など、理系志向の多いとされる高校出身者にバイオ分野を選択する女性が多

いこと、バイオ分野で学ぶことが、将来の資格や仕事につながると考え、進路を選択する女

性は、男性以上に多いことも明らかになっています（平成 27年度調査[※]より）。 

 

※40歳未満の社会人（１万人）を対象に、自身の初中等教育段階を振り返り、文理・進路選択に影響を与え

た要因について聞いたアンケート（平成 27年 12月実施） 
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●理系進学した女子における、高校での在籍学科別にみた学科選択率 

 

 

●学科選択で重視した観点 
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2. 産業界ニーズと高校の先生方の認識との乖離傾向 

 

一方、高校における実際の進路指導状況について行った平成 26年度の調査(※)の結果から

は、高校の先生方は、環境や、ロボット、ナノテク、新素材、家政、バイオ、看護などの分

野が、実社会で有効と考えている傾向があることがわかりました。 

※高校教員（約 500人）を対象にした、高校における進路指導状況についてのアンケート（平成 27年 3月実施） 
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3. 社会や仕事を意識した、大学への進路指導の難しさ 

 

大学への進路指導について、高校の先生方に「どういう観点の指導が重要か」（赤）と聞い

た上で、「現実の指導で伝えていること」（青）について聞きました。「現実の指導」で、「学

問と実社会の仕事との関係」を伝える指導は、「仕事に有効な教育や学部・学科の重要性」を

意識しているほどには、なされていないことも示されました。 

 

 

4. 産学官円卓会議での、高校に向けての提言から 

 

産学官円卓会議が平成 28年 8月に取りまとめた行動計画(※)では、 

●とりわけ理系女性を優先して、学生が就職を希望する業種ごとに、産業界が学生に求める

スキルを簡単に把握することができるシステムを構築する。 

●高等学校情報科を始めとする情報教育などが重要である。 

●中学校や高等学校における進学の際の志望校選択、あるいは学部・学科の選択の段階にお

いては、生徒の興味・関心や産業界の現状、将来の就職に配慮した進路指導の在り方につい

て検討を進める。 

などの高校の指導の在り方についても盛り込まれました。 

 

※「理工系人材育成に関する産学官行動計画」（平成 28 年 8 月）の全文は、WEB サイト『みんなの教育』

でも掲載（http://goo.gl/QS6WF4） 
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Ⅱ.産業界につながる学科と仕事から見た学問分野について 

～42,000人の社会人アンケートの集計・分析結果から 

 

1. 関連度の高い医療・教育・会計・土木と、想定外の環境・材料等 

～学科別、産業界との関連度合い 

 

円卓会議での検討に用いられた調査データのうち、大学の学問分野と産業界、仕事との関

連度合いを明確にしたデータは、高校等における学生の進路選びにも有効ではないかと思わ

れます。例えば次のグラフは、大学における 45 学科それぞれの卒業生について、「自らの業

務と、大学の専門学問分野が関係している」と答えた人の割合、および「高校時代、大学で

学んだ自らの専門分野は、将来の仕事につながると思っていたが、実際はつながっていない」

と答えた人の割合を示しています。 

環境系、材料系など

の学科においては、「高

校時代、つながってい

ると思っていたが、実

際はつながっていない」

と答えた人が多いこと

が、わかりました。 
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●出身者の考える業務との関わり 
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2. 環境系出身者が必要なのは、環境、機械、材料、土木、情報など 

～出身者の業務で必要な学問分野から、学科の教育を見る 

 

下図には、環境系学科の卒業生の就職傾向などを示しています。 

就職先としては、建設業界の技術系、公務員の事務系に加えて、商社・小売業等サービス

産業やコンサルタントの事務系職種が多いことがわかります。 

 

そして、それら業職種に就いた卒業生が、業務で必要としている学問分野としては、環境

系以外の機械や材料、土木や情報などの学問分野が挙がっています。 

 ●業務で必要な専門分野と出身分野 
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もう一つの例として、経営工学・管理工学の出身者を見てみますと、その多くは、情報分

野出身者の進路でもある IT・ネットサービス・アプリが就職先の中心になっています。 

 ●業務で必要な専門分野と出身分野 
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3. 愛知県では機械、神奈川県では情報分野の人材は未充足か 

～地域の産業傾向に合わせた進路選択は必要か 

 

 地域の人材としては、例えば、愛知県は、(トヨタを代表とする自動車メーカーで知られま

すが、)機械系の技術者が多いことがわかります。それに合わせて、出身学科は、機械系出身

者が多いのですが、業務レベルになると、機械工学を専門として学んできた人は、足りない

ことが指摘されました。 

 一方、神奈川県は、(東芝・富士通・NEC などの大手の電気メーカーの存在が知られます

が、)電気・電子系と IT・ネットサービス系の技術者が多いことがわかります。それに合わせ

て、出身学科は、電気・電子系と情報系の各出身者が多いのですが、業務レベルとなると、

情報分野を専門として学んできた人が顕著に足りない傾向があることが、示されました。 

 

●社会人の業職種傾向 
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・娯
楽
サ
ー
ビ
ス
等

ホ
テ
ル
・宿
泊
・旅
行
・観
光

マ
ス
コ
ミ

（放
送
、
新
聞
、出
版
、広
告
）

法
律
・会
計
・司
法
書
士
・

特
許
等
事
務
所
等

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・学
術
系
研
究
所

デ
ザ
イ
ン
・著
述
、

翻
訳
、
芸
術
家
等

病
院
・医
療

福
祉
・介
護

保
育
・幼
稚
園
等

教
育

（保
育
・幼
稚
園
等
を
除
く
）

官
庁
、自
治
体
、

公
的
法
人
、国
際
機
関
等

そ
の
他

神奈川県

医療・教育系等 事務系 技術系

(N＝4064)

●理工系出身者の出身学科

の傾向 
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4. 業種別、業務に必要な学問分野 

～金融はファイナンス、ホテルは地域研究、電気はアナログ回路、医薬品は薬理学 

 

仕事において必要とされる学問分野は、業種・職種によっても異なります。それぞれの業

種における業務従事者が、実際の業務で関係すると考えている学問分野を、大学で必ずしも

学んでいないケースも多いことも浮かび上がっています。（金融業界では、ファイナンスが関係す

る人が 13.5%いるのに対し、専門として学んできた人は、10.7％少ない 2.8％でした。医薬品業界では、分子

生物学が関係する人が 5.9％であるのに対し、専門で学んできたい人は、7.8％多い 13.7％でした。） 

 

 

 

 

  

業種・職種 順位
分野
番号

専門学問分野名

参考：業務で関係
する分野（％）－
専門として学んで
きた人の分野

（％）

1 146 ファイナンス・金融工学 363 13.5% 10.7%
2 147 会計・簿記 311 11.6% 6.8%
3 155 法律（民法・商法・会社・金融法、医事法、知的財産法、土地法等も含む） 294 11.0% -0.8%
4 157 経済学（マクロ・ミクロ、ゲーム論、計量経済、国際経済、労働経済等） 287 10.7% -7.7%
5 149 マーケティング・流通、保険 261 9.7% 6.9%
6 148 経営組織・戦略、ベンチャー、人的資源管理、技術経営（ＭＯＴ） 117 4.4% 0.9%
7 153 社会学（家族、地域、産業、メディア等）、ジェンダー研究 81 3.0% -1.4%
8 154 政治・行政（理論、政治過程、選挙、地方自治、公共政策等） 67 2.5% -0.5%

金融・保険・
証券・ファイ
ナンシャル

現在の業務に
関係する分野

(回答者と割合）

業種・職種
Best20
（順位）

分野
番号

専門学問分野名

参考：業務で関係
する分野（％）－
専門として学んで
きた人の分野

（％）

1 161 地域研究、人文地理、観光（ツーリズム等）、文化人類学・民俗学 45 8.9% 3.7%
2 162 文学、美学・美術史、文化財・博物館、芸術学（論）、言語学、日本語学・教育、英語学 37 7.3% -8.4%
3 145 サービス工学（サービスマネジメント、知識マネジメント、スマートコミュニティ＜医療・福祉…＞等） 33 6.5% 4.9%
4 147 会計・簿記 33 6.5% 3.0%
5 149 マーケティング・流通、保険 32 6.3% 2.8%
6 148 経営組織・戦略、ベンチャー、人的資源管理、技術経営（ＭＯＴ） 21 4.1% 2.3%
7 265 食生活学（フードマネジメント等） 20 3.9% 2.1%
8 153 社会学（家族、地域、産業、メディア等）、ジェンダー研究 18 3.6% -2.8%
9 138 外国語教育（教授法、第二言語習得、早期外国語教育） 16 3.2% -1.8%
10 157 経済学（マクロ・ミクロ、ゲーム論、計量経済、国際経済、労働経済等） 15 3.0% -8.5%
11 156 国際関係論（安全保障、国際交流・協力等） 14 2.8% 1.1%

現在の業務に
関係する分野

(回答者と割合）

ホテル・宿
泊・旅行・観

光

業種・職種 順位
分野
番号

専門学問分野名

参考：業務で必要
であり、大学で学
ぶべきである分野
(%)−専門として学
んできた人の分野

(%)

1 18 アナログ回路（電源、高周波、超高周波、パルス等） 257 8.0% 3.9%
2 20 電子デバイス　（半導体工学等） 221 6.9% -0.2%
3 19 デジタル回路、ＬＳＩ（ＦＰＧＡ等） 211 6.6% 4.1%
4 17 電気機器・パワーエレクトロニクス・照明（モーター工学も含む） 187 5.8% 0.4%
5 111 ソフトウエア基礎（プログラミング、仕様記述、ソフトウエア工学等） 146 4.5% 1.4%
6 1 設計工学（人間工学も含む） 111 3.5% 0.8%
7 2 機構学、機械要素（歯車等） 108 3.4% 1.5%
8 9 材料力学（構造、破壊など） 107 3.3% 0.9%
9 21 電子機器・パッケージ 107 3.3% 1.8%
10 108 基本ソフト（オペレーティングシステム＜ＯＳ＞、組込みソフト等） 102 3.2% 2.8%
11 8 機械材料 101 3.1% 1.5%
12 16 電力工学・電力変換（送電・配電等） 93 2.9% -0.2%
13 114 情報ネットワーク（インターネット、マルチメディア通信、無線ＬＡＮ、センサネットワーク、ホームネットワーク等） 91 2.8% 1.4%

現在の業務で必要であり、大学で
学ぶべきである分野（回答者数と

割合）

電気系業種

業種・職種 順位
分野
番号

専門学問分野名

参考：業務で必要
であり、大学で学
ぶべきである分野
(%)−専門として学
んできた人の分野

(%)

1 210 薬理学 38 7.2% 1.6%
2 209 創薬化学（医薬品・分子設計・ゲノム創薬）、ケミカルバイオロジー 36 6.9% 3.0%
3 62 分析化学 34 6.5% 1.9%
4 214 臨床・病院・社会薬学／医療薬剤、医薬品情報 32 6.1% 4.0%
5 177 分子生物学・ゲノム生物学／生体関連化学　（ゲノム構造、遺伝子発現、トランスクリプトーム、遺伝子工学・タンパク質工学・酵素化学等） 31 5.9% -7.8%
6 57 基礎有機化学（薬学系合成・天然物等も含む） 29 5.5% -1.1%
7 212 製剤学 28 5.3% 3.6%
8 211 薬物動態、代謝／代謝学・メタボリックシンドロームなど 22 4.2% 2.1%
9 49 化学工学＜基礎系＞（物性、撹拌、分離・精製等） 19 3.6% 2.6%
10 60 合成化学（有機金属触媒、コンビナトリアル合成、天然物合成等） 18 3.4% -1.8%
11 208 天然物・生物有機系化学（生薬・薬用資源学・構造活性相関、生合成、化学生態学など） 18 3.4% -0.1%

現在の業務で必要であり、大学で
学ぶべきである分野（回答者数と

割合）

薬剤・医薬品
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5. 職種別、業務に必要な学問分野／IT・ネットサービス・アプリ業界を例に 

～人工知能よりも、まずは、ハード・ソフト・プログラムという基礎 

 

同じ業界でも、職種毎で、必要な分野が異なり、出身の学生の傾向も異なることも示され

ました。 

 IT・ネットサービス・アプリ業界では、どの業種でも、不可欠な学問分野は「ハード・ソ

フト・プログラム」になるのですが、業界の中心で「設計・開発」を担う職種では、「ハード・

ソフト・プログラム」を専門としてきた人は多いものの、まだまだ足りないことが示されま

した。 

 技術を通じて営業や企画を担う「技術系営業・企画」も、同様な傾向が見られましたが、

「統計」分野が重要なことも示されました。しかし、それを専門としてきた人も不足してい

ることがわかりました。 

 一方、「研究」職では、「人工知能」や「WEB」を専門としてきた人も求められていること

がわかりました。物理が専門の人が、この職種に就いているケースも多いようで、また全体

数も多くはないことがわかりました。 

 「経営・商品企画」系の職種では、「WEB」や「経営学」の必要性も高いようでしたが、

大学では経済学や法律学を専門に学んだ人が多いようで、とりわけ大学教育とのミスマッチ

が指摘される職種となりました。 

 「コンテンツ制作」系職種となると、「WEB」分野が、とりわけ求められ、さらには「ハ

ード・ソフト・プログラム」や「人工知能」も必要なようでした。しかし、就いている人は、

大学では「文学、美学・美術史・芸術論、外国語学」を専門にした人が多いことが指摘され

ました。 
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68.4% 45.8% 

29.7% 

赤線（業務）38.1% 

青線（出身）28.6% 
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6. 業種の成長性や仕事としての満足度なども 

 

そもそも、業界として業績が好調で成長傾向があるのか、それら仕事には「やりがい」は

あるのか(満足度)などデータも提示されました。 

●技術分野における好調で成長傾向にある業種 

 

※9822人の技術系人材からの回答をもとに算出（回答率 10％以上、50人以上の回答から） 

 

●現在の業務にやりがいを感じているか 

 

 

 

 

 

回答数
各業種にお
ける割合

1 3 航空機・航空機器 50 12 24.0%
2 12 医療機器 89 18 20.2%
3 1 自動車・機器 741 127 17.1%
4 23 薬剤・医薬品 285 44 15.4%
5 28 ネットサービス／アプリ・コンテンツ 190 27 14.2%
6 16 鉄鋼 109 15 13.8%
7 11 半導体・電子部品・デバイス 366 48 13.1%
8 5 その他の輸送用機械・機器（自動車・船・航空機・鉄道以外） 88 11 12.5%
9 18 セラミクス、ガラス、炭素 74 9 12.2%
10 4 鉄道 78 9 11.5%
11 8 重電系 62 7 11.3%
12 25 化学・化粧品・繊維／化学工業製品・衣料・石油製品（プラントは除く） 444 45 10.1%
13 33 交通・運輸・輸送 50 5 10.0%

順位

好調である（成長傾
向にある）

業種
業種別人
数

21.4%

20.5%

18.2%

36.1%

39.0%

40.9%

38.2%

38.3%

23.4%

23.0%

25.6%

15.6%

16.2%

15.7%

18.0%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=42339)

技術系(N=12132)

事務系(N=24144)

医療・教育系等(N=6063)

やりがい

感じている どちらかというと感じている どちらともいえない あまり感じていない

19.3%

18.0%

20.0%

22.0%

27.0%

16.3%

21.7%

22.5%

28.2%

39.6%

40.5%

39.8%

42.6%

42.1%

40.6%

36.9%

41.5%

25.6%

24.1%

24.1%

23.0%

21.8%

22.1%

24.6%

26.7%

20.4%

21.8%

17.0%

17.4%

17.2%

13.5%

8.8%

18.6%

14.7%

15.6%

24.4%

機械(輸送、一般機械等)(N=1837)

電気・電子(PC・携帯・

半導体、重電等)、精密(N=2206)

材料・製品

(金属、セラミクス等)(N=774)

化学(プラントも含む)、

医薬品、食品等(N=1358)

建設全般（土木・建築・都市）(N=1014)

IT・ネットサービス・アプリ(N=2608)

通信(N=217)

電気・ガス・水道、交通系(N=378)

農林水産業、鉱業系(N=78)

金融・保険・証券・

技
術
系
業
種
別 
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全体としては、医療・教育系が高く、また主に産業界を担う職種としては、技術系、事務

系の順になることがわかりました。技術系業種では、建設など、技術系職種では、基礎・応

用研究、先行開発やコンテンツ制作・編集など、事務系職種では、法務、知的財産・特許な

ど、医療・教育系では、医師・歯科医師、獣医師、教員、幼稚園教員・保育士などが高いこ

ともわかりました。  

2-3-1
2-4-1
2-5-1
2-6-1
2-7-1
2-8-1
2-9-1
2-10-1
2-11-1
2-12-1
2-13-1
2-14-1
2-15-1
2-16-1
2-17-1
2-18-1
2-19-1
2-20-1
2-21-1
2-22-1
2-23-1
2-24-1
2-25-1

2-26-1
2-27-1
2-28-1
2-29-1
2-30-1
2-31-1
2-32-1
2-33-1
2-34-1
2-35-1
2-36-1
2-37-1
2-38-1
2-39-1
2-40-1
2-41-1
2-42-1
2-43-1
2-44-1
2-45-1
2-46-1
2-47-1
2-48-1
2-49-1
2-50-1

2-51-1
2-52-1
2-53-1
2-54-1
2-55-1
2-56-1

31.6%

22.0%

22.5%

15.7%

19.1%

17.5%

15.9%

18.0%

20.1%

34.5%

27.7%

18.6%

30.6%

15.7%

19.7%

49.3%

22.2%

26.0%

31.2%

26.4%

46.3%

25.3%

43.1%

46.0%

42.5%

44.0%

43.4%

42.3%

34.9%

38.0%

41.0%

37.0%

43.3%

43.6%

38.6%

41.7%

40.1%

37.6%

37.6%

26.8%

43.2%

42.6%

44.6%

41.1%

30.5%

43.1%

36.9%

30.8%

16.2%

21.4%

19.1%

21.9%

27.8%

25.8%

24.5%

26.1%

23.1%

13.4%

20.3%

25.1%

19.5%

27.0%

24.1%

16.2%

21.8%

23.1%

14.8%

19.3%

8.5%

19.5%

11.7%

16.8%

9.8%

12.6%

15.0%

20.1%

18.2%

18.6%

18.6%

18.9%

13.4%

8.4%

13.4%

14.6%

9.7%

19.7%

18.6%

7.7%

12.8%

8.3%

9.4%

13.3%

14.6%

12.1%

8.3%

6.4%

基礎・応用研究、先行開発(N=909)

設計・開発(N=2899)

生産技術（プラント系）(N=267)

生産技術（プラント系以外）(N=407)

製造・施工(N=1209)

生産管理・施工管理、品質管理・評価(N=1652)

システムエンジニア(N=2533)

保守・メインテナンス・維持管理、

運用・システムアドミニストレータ・サービスエンジニア(N=976)

セールスエンジニア・技術営業、

技術系企画・調査、コンサルタント(N=700)

コンテンツ制作・編集＜クリエイティブ系＞（動画、音楽、ゲーム、

アニメ・漫画、広告、グラフィック等、デザイン・撮影・ライティング…

経営・事業推進・商品企画系(N=3497)

経理・会計・財務、金融・ファイナンス、

その他会計・税務・金融系専門職(N=2645)

法務、知的財産・特許、その他司法業務専門職(N=558)

営業・事務・総務系(宣伝、人事、物流等含む)(N=16632)

輸送、清掃、保安等(N=812)

医師・歯科医師(N=142)

薬剤師等(N=266)

看護・助産・保健等業務(N=277)

その他医療系専門職（臨床検査技師・理学療法士等）(N=426)

福祉・介護関連業務・関連専門職(N=850)

獣医師、獣医関連業務(N=82)

栄養・調理関連業務(N=174)

教員等、教育関係者

(幼稚園教員、保育士等を除く)(N=2647)

幼稚園教員、保育士等(N=250)

その他

技
術
系
職
種
別 

事
務
系
職
種
別 

医
療
・
教
育
系
職
種
別 

等）(N＝580) 
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7. 高校生が身近に学問を感じ、授業や図書室で学問を伝えられるように 

～『みらいぶプラス』サイトの「この仕事をするならこんな学問が必要だ」など 

 

上記までで示してきたデータを進路選びにおい

ても活用できる形で、先生方に向けたWEBサイト

『みんなの教育』等では提示していく予定ですが、

さらに、その調査の背景にあった各業界の在り方や

動向についても、企業の人へのインタビューを通し

て、高校生に届けたいと考えています。それにより、

より一層、業務で必要な学問が、身近なものとして

見えてくると考えております。 

 

それについては、高校生向けのWEBサイト『み

らいぶプラス』(※)の 1 コーナー「この仕事をする

ならこんな学問が必要だ」で掲載していく予定です。 

 

※『みらいぶプラス』http://www.milive-plus.net/ 

 

また、『みらいぶプラス』では、学問分野毎に、

高校生を念頭に、入門的な書籍を紹介しています。また、その分野を学べる大学や、研究の

最先端の魅力までも紹介しています。さらに、研究のきっかけや、高校生が挑戦できる課題

も、インタビュー記事として掲載しています。 

人文社会系の学問も含めて、きめ細かく紹介してまいりますので、進路指導、教育活動、

図書活動などとしても、ご活用いただきたく思います。 

 

 

 


